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 新型コロナウィルス感染症防止のため，予定してた進路見学会やインターンシップ等が中止に

なりました。コロナ禍の今年，実際に見る・体験する活動は実施できませんでしたが，日々の係活

動を充実させたり，総合的な学習（探求）の時間の中で常識やマナーの学習を実施したりと，各学

部で工夫を凝らしながら，キャリア学習を実践しています。 

特に，今年度 4 月より，新たに『キャリア・パスポート』の活用が始まり，各学部，学級で取

り組んでいます。保護者の皆さんにもご協力をいただくことがあると思いますが，ご協力をよろし

くお願いいたします。 

 

『キャリア・パスポート』とは，「小学校から高等学校を通じて，児童生徒にとっては自らの学

習状況やキャリア形成を見通りしたり振り返ったりして，自己評価を行うとともに，主体的に学び

に向かう力を育み，自己実現につなぐもの。教師にとっては，その記述をもとに対話的にかかわる

ことによって，児童生徒の成長を促し，系統的な指導に資するもの。」を目的とされ、「児童生徒が，

小学校から高等学校までのキャリア教育に

関わる諸活動について，特別活動の学級活

動及びホームルーム活動を中心として，各

教科等と往還し，自らの学習状況やキャリ

ア形成を見通したり振り返ったりしながら，

自身の変容や成長を自己評価できるよう工

夫されたポートフォリオのことです。なお，その記述

や自己評価の指導にあたっては，教師が対話的に関わ

り，児童生徒一人一人の目標修正などの改善を支援し，

個性を伸ばす指導へとつなげながら，学校，家庭及び

地域における学びを自己のキャリア形成に生かそうと

する態度を養うよう努めなければならない。」と定義さ

れています。 

本校でも，日々の生活や活動，年間や学期，行事の

目標づくりや振り返り等での活用が始まっています。

保護者の皆様方もお子さんの活動を知っていただき，

励ましや称賛の言葉がけをお願いいたします。 
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第Ⅰ期 ６月２９日～７月１０日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者就業・生活支援センター コピットの佐藤様を講師

にお迎えし「障害者の就労について」をテーマに座談会形式

で，高等部の生徒と保護者を対象に実施しました。生徒たち

は，事前に先輩たちの就職の仕方から就労について学習し，

自分の将来を想像ながら質問を考え，卒業後の就労や支援体

制について質問しました。また，保護者からも様々な質問が

出されました。卒業後の生活は生徒本人の希望が尊重される

こと，自分から相談することで支援が始まることなど，多くの大切なことを学びました。今後の学

習と生活に活かせる学び多い機会となりました。高等部棟の廊下に，Q&Aの詳しい内容が掲示し

てあります。ぜひ，ご覧ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 1学期に予定していた高等部進路見学会ですが，今年度は見送ることとなりました。毎年，

ご参加くださる保護者の皆様には，ご迷惑をおかけいたします。来年度，生徒の実態に合

わせた内容を計画していきたいと思います。 

○ １月２９日（金）に第 2回高等部進路学習会を予定しています。山梨県県民生活センター

の方を講師に、「賢い消費者になるために」をテーマに，家計の管理，カードの仕組み，キ

ャッシュレス決済などについて講義をいただきます。 

ワークスペースエムⅡ 

 仕事内容：シール貼り，食品の計量・袋詰め，箱作り など 

 昨年度に引き続き，実習をさせていただきありがとうございました。

今年は，将来に向けて進路を決めなければならない時期であり，自分

の実力を認められたいという思いで実習に臨みました。 

 仕事をしている中で，ミスをしてしまった時に，すぐに報告と相談

をすることができました。実習の目標の１つは意識しながら実行でき

たと感じています。また，仕事はよく見て正確に行うことが大切だと

学びました。進路決定までに，学校や日常生活で課題解決できるよう

に意識していきたいと思います。 

（生徒お礼状より抜粋） 

実習がんばろう会の様子 

現場実習の様子 


